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カイコ用人工飼料を利用したコカクモンハマギ顆粒病ウイルスの生産
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防除に,コ カクモンハマキ顆粒病ウイルスの利用が試みら

れている。本ウイルスはリンゴコカクモンハマキの他にチャ

ノコカクモンハマキ A′はOttes sp に病原性を示し,
その増殖にはむしろ後者を利用したはうが都合がよい

1)。

チャノコカクモンハマキの大量飼育には,こ れまで山谷

玉木2)によるハマキ用人工飼料を用いてきた。また,単に

ウイルス増殖用には,佐藤)によると安価なウサギ飼料も

利用できるという。

今回,カ イコ用人工飼料 (ヤ クルト社製,商品名「蚕用
クロレラ配合飼料 (原種用 )」 )を用いて飼育 検討した
結果,十分実用性があることがわかったので報告する。

試  験  方  法
1 累代飼育
1984年 11月 に農林水産省果樹試験場から分譲されたチャ

ノコカクモンハマキを,ハマキ用とカイコ用人工飼料 (表
1)により累代飼育してきたもの (7世代目)を供試し,
卵塊接種20日後に採蛹し,雌雄20個体ずつの螺体重を測定
した。従来,カ イコ用人工飼料は80℃以上の湯で練ってか

ら常圧で30分間蒸す (100～ 103℃ )方法が取られている

が,今回,単に水で練るだけのものも試みた。その結果 .
上記の加熱処理の有無には差がないことがわかったので ,

以 ドの試験では加熱処理を省略した。

表 1 カイコ用人工飼料の細成

1986年 2月 の価格

1箱当たりの単価 約54円

15世代日について,カ イコ用 ハマキ用人工飼料とも同
一時期に卵塊を接種し,接種20H後に採蛹し,雌雄50個体
ずつの蛸体重を測定した。また,こ れに由来する16世代目

について,採蛹8日後に卵塊が産 ドされたパラフィン紙を

コピーし,その卵塊部分を切り取り,重量測定により卵塊

面積を求めた。

なお,いずれの試験も25℃ 16L8Dの条件下で行い,飼
育法は山谷・玉木2)に準じた。

2 リンゴコカクモンハマキの罹病性
藤崎町藤越のF6圃場及び藤崎町自子の現地圃場におい
て,各圃場を 3区分し,カ イコ用とハマキ用人工飼料で生

産したウイルス散布区及び無散布区を害1り付けた。

1985年 6月 12日 に10α 当たリウイルス罹病虫400個体ず

つを散布し,7月 2～ 3日 に幼虫を採集し,個体飼育によ
リウイルスの罹病,寄生などについて調査した。

試  験  結  果

① 蛹体重は,ハマキ用に比ベカイコ用人工飼料は雌雄
とも有意に軽かった。しかし,カ イコ用人工飼料の場合 ,

飼料の調整時における加熱処理の有無による差がなかった

(図 1)。

② 幼虫の生育期間は,ハマキ用に比ベカイコ用人工飼
料は有意に短かった(表 2～ 3)。
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表 2 採蛹時の内訳と蛹化率 (15世代目 ) 衰 5 目場におけるウイルス処理における要因別
死亡率と成虫羽化率

17'   128     48'

表 3 カイコ飼料による卵塊接種後日数別蛹化率
(17世代目 )

③ 卵塊面積は,ハマキ用に比ベカイコ用人工飼料は有
意に小さかった(図 2)。 しかし,幼虫期間に有意差があ

りながら同一時期に採卵したため,飼料間の産下卵塊数に

かなりの違いがあり(ハ マキ用平均247個 .カ イコ用平均

583個 -25♀ 当たり ).産下卵塊数と卵塊の大きさと
の関係は不明である。

④ 卵塊面積と卵粒数との関係は,下記のとおりであっ
た。

ハマキ用:n‐ 13,'-103+399X,r2=085
カイコ用:n=25,'一 -506+702X,r2_078
⑤ ふ化率は,眼点期に接種した場合に良好であり,飼
料による差はなかった (表 4)。

③ 各飼料により生産したウイルスを固場で散布し,そ
れぞれの区から採集した幼虫を個体飼育 した結果を表 5に

示した。

飼料区分

10 401600

ウイルス罹病個体が更に ゎ α″
`′

ι5蔽卸″,`sjに 寄
生された分も含めた全罹病虫率について″2検定した結果

F6圃場では05%<P<25%で ハマキ用人工飼料で生
産したウイルス散布区の罹病虫率が高く,自子圃場ではP

>955%で有意差がなかった。しかし,ウ イルス罹病の判

定は幼虫が老熟しないとできず,F6圃場ではカイコ用人
工飼料で生産したウイルス散布区での寄生蜂寄生虫率が極

めて高かったので,これによって死亡した幼虫の中にウイ

ルス罹病個体が相当数含まれていた可能性がある。自子圃

場の例から判断して,両者は大差ないものと思われる。ま

た,F6圃場では無散布区にウイルス罹病個体が認められ

ず ,自子圃場では認められたが , ″
2検定で P≪05%で

あり,ウ イルス散布区よりも罹病虫率は明らかに低かった。

なお,全体の生存率 (羽化率 )は両固場ともウイルス散布

区が無散布区よりも低く,ウ イルスを死亡要因として付け

加えた効果が認められた。

考       察

カイコ用人工飼料で飼育した場合,ハマキ用人工飼料に

比べ幼虫が′jゞ杉になる欠点があるが,後者と同一重量の幼

虫を得ることは接種卵塊数の調整で可能であろう。なによ

りも優れている点は,飼料の調整が極めて容易で取り扱い

が簡単なことである。そのうえ比較的安価である。更に幼

虫期間が短縮され,ハマキ用人工飼料と同程度の輛化率で

採蛹するとすれば,卵塊接種18日後で十分であり,約 2日

短縮される。そのため回転も早くなり,大量増殖にも有利

である。

また,カ イコ用人工飼料で生産したウイルスを実際に圃

場で散布した結果,ハマキ用人工飼料で生産したウイルス

と比較して効果に差がなかった。

以上のことから,カ イコ用人工飼料は顆粒病ウイルス増

殖用のチャノコカクモンハマキの累代飼育にも十分実用性

があるものと思われる。
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図 2 飼料区による卵塊面積の比較
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表 4 各処理区のふ化率 (16世 代目 )

区 卵塊数 総卵数 お、イロロ数
お、化率

ハマキ飼料

カイコ飼料

23

15

2,790

1,666

971
98 2
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